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設立35周年この10月で
セ ン タ ー

　川越市シルバー人材センターは、昭和55年（1980年）
10月１日に、川越市高齢者事業団としてスタートして以来、
今年10月、35周年を迎えました。 

平
成
15
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で

平成15年10月25日
かわごえ産業博覧会に
初参加する。（25 ～ 26日）

　　16年４月１日 仕事別グループ化進める。

　　17年11月30日
設立25周年記念
「シルバー小江戸」特別号刊行。

　　18年５月 中期５カ年計画スタート。

　　19年３月13日 第1回女性会員交流会。

　　19年９月１日 新事務所建設工事起工式。

　　20年２月23日 新事務所竣工式。

　　21年11月６日 第１回文化祭（６～８日）。

　　22年10月８日
設立30周年記念式典挙行。
記念誌「シルバー川越」刊行。

　　23年５月 第2次中期5カ年計画スタート。

　　24年４月１日 公益社団法人になる。

　　24年６月27日
公益社団法人として第１回定時
総会開催。（写真①）

　　24年11月10日
文化祭を会員作品展として第１
回目を開催（10 ～ 11日）

　　25年９月６日
５年次会員研修会を初めて開催。
（写真②）

　　25年10月17日
川越まつりの前の清掃ボランティ
ア活動を初めて実施。（写真③）

　　26年１月15日 「シルバーかわごえ」100号発行。

　　27年１月５日
中原町に情報館がオープンする。
（写真④）

　　27年10月 設立35周年を迎える。

① 第1回総会① 第1回総会

② ５年次研修② ５年次研修

③ 清掃ボランティア③ 清掃ボランティア

④ 情報館④ 情報館
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センター設立35年間のあゆみ

昭
和
55
年（
設
立
）か
ら
平
成
14
年
ま
で

日　　付 項　　　　目

昭和55年10月１日 「川越市高齢者事業団」設立。会員数109名。

　　56年７月15日 「事業団だより」創刊号発行。

　　57年２月 学習教室を開設。

　　58年10月27日 「社団法人シルバー人材センター　川越市高齢者事業団」となる。

　　59年７月25日 会報「シルバーかわごえ」第１号発行。

　　60年10月20日 設立5周年記念式典挙行。記念誌「事業団のあゆみ」刊行。

　　61年５月２日 観光案内班結成。案内事業開始。

　　62年２月 地域会員懇談会始まる。

　　63年12月24日 学習教室の保護者会。

平成元年６月28日 「女性会員の集い」開催。

　　２年10月25日 設立10周年記念式典挙行。記念誌「銀翔」刊行。

　　３年１月６日 観光班が七福神巡りの案内実施。

　　４年６月17日 「社団法人川越市シルバー人材センター」となる。

　　５年４月１日 「安全就業基準」制定。

　　６年６月 入会受付を随時から月１回にする。

　　７年10月25日 設立15周年記念式典挙行。

　　８年７月16日 家事援助コーディネーター研修を行う。

　　９年２月20日 安全就業推進員研修会実施。

　　10年６月16日 地域班長連絡会開催。

　　11年３月17日 就業相談会を実施。

　　12年10月30日 設立20周年記念式典挙行。記念誌「シルバー小江戸」刊行。

　　13年７月15日 「シルバーかわごえ」50号発行。

　　14年10月17日 全国優良シルバー人材センターとして表彰される。
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設立35周年を迎えて設立35周年を迎えて

さ
ら
な
る
発
展
を

一
層
の
飛
躍
目
指
す

　

こ
の
た
び
、
公
益
社
団
法
人
川
越

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
設

立
35
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
55
年
10

月
、
高
齢
者
が
長
年
の
経
験
と
能
力

を
生
か
し
、
地
域
で
働
く
こ
と
を
通

し
て
生
き
が
い
の
充
実
を
図
る
と
と

　

公
益
社
団
法
人
川
越
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27

年
10
月
を
も
ち
ま
し
て
設
立
35
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
35
年
の
歴
史
を

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
55
年
10
月
に
川

越
市
高
齢
者
事
業
団
と
し
て
発
足

し
て
か
ら
、
昭
和
58
年
10
月
に
は
法

も
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
川
越
市
高
齢
者
事

業
団
と
し
て
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
就
業
等
を
通

じ
て
、
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

現
在
わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
本
格
的
な
超
高
齢

社
会
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢
化
率
は

24
％
を
超
え
、
市
民
の
約
４
人
に

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。

人
設
立
を
し
、
平
成
24
年
4
月
に
は

公
益
認
定
を
受
け
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
、会
員
数
は
２
、

６
０
０
名
余
り
と
な
り
、
契
約
金
額

も
９
億
円
を
超
え
る
ま
で
の
組
織

へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
偏
に
、
長
年
暖
か
く
見

守
り
お
支
え
頂
い
た
地
域
社
会
の

皆
様
、
そ
し
て
多
大
な
る
ご
支
援

を
頂
い
て
お
り
ま
す
川
越
市
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
や
市
内
事
業
所
、

各
種
団
体
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ

今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
活
力
の
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
が
ま
す
ま
す

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
幅
広
い

分
野
に
わ
た
り
、
長
年
培
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生
か

し
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
会
員
の

皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
の

増
進
等
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

貴
セ
ン
タ
ー
が
、
設
立
35
周
年
を
迎

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に

謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
平
成
28
年
度
を
始
期
と

す
る
第
3
次
中
期
計
画
に
沿
っ
た

事
業
運
営
や
就
業
機
会
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
向
け
た
派
遣
事
業
の
充

実
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
含
む
事
業
運

営
を
支
え
る
た
め
に
は
、
一
層
の
財

政
基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
施

策
を
講
じ
た
際
に
は
、
是
非
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
設
立
35
周
年
を
契
機

と
し
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
超
高
齢

え
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
く
、

今
後
、
地
域
社
会
の
中
で
ま
す
ま
す

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の

と
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
多

様
な
雇
用
や
就
業
機
会
を
拡
大
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
更
な
る
充

実
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

化
社
会
の
中
、
地
域
の
方
々
か
ら

期
待
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
存
在

を
目
指
し
、
一
致
団
結
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
為
に

も
、
会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
自
主・自
立
、
共
働・

共
助
」
の
も
と
、
お
互
い
に
助
け

合
い
誠
意
あ
る
就
業
に
努
め
て
頂

き
ま
す
様
、
お
願
い
を
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
今
後

と
も
皆
様
方
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
並
び
に
温
か
い
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
か
ら
の
こ
と
ば
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

川越市長
川 合 善 明

理事長
芦 沢 義 男
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接遇標語決まる接遇標語決まる

５
年
次
研
修
会
開
催

地
区
長
会
議
開
く

挨
拶
で

　

心
か
よ
わ
す 

人
と
ひ
と

掛
け
る
言
葉
に
真
心
込
め
て
、

今
日
も
出
会
い
を
大
切
に

あ
い
さ
つ
と
笑
顔
は 

今
日
の
出
発
点

増
田
武
夫（
南
２
班
）

一
萬
田 

勝
利（
北
３
班
）

小
室
敏
夫（
霞
ヶ
関
８
班
）

第
一
席

第
一
席

第
二
席

第
二
席

第
三
席

第
三
席

　

接
遇
向
上
と
ク

レ
ー
ム
低
減
を
目

指
し
て
標
語
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、

40
人
、
１
０
９
点

に
も
の
ぼ
る
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
甲
乙
つ
け

が
た
い
力
作
に
、

主
催
者
側
も
大
変

悩
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
慎
重
に
選

考
し
た
結
果
、
表

記
の
三
点
を
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
募
集
を
通
し
、

会
員
の
皆
様
の
意

識
の
高
さ
を
感
じ

た
次
第
で
す
。

　

今
後
も
利
用
者

及
び
市
民
の
皆
さ

　

去
る
９
月
25
日
（
金
）
川
越
西

文
化
会
館
メ
ル
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
の
入
会
５
年
次

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
会
員
数
は
、
対
象

会
員
３
１
０
名
（
27
年
度
対
象
会

員
２
６
６
名
、
前
年
度
ま
で
の
研

修
会
欠
席
会
員
44
名
）
中
１
５
６

名
で
し
た
。

　

研
修
会
は
、
理
事
長
よ
り
当
研

修
会
の
目
的
は
入
会
後
５
年
を
経

て
セ
ン
タ
ー
会
員
と
し
て
必
要
な

知
識
（
就
業
規
約
、適
正
就
業
等
）

を
再
認
識
し
て
頂
く
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
挨
拶
に
続
い
て
、
事

ん
と
の
日
々
、
よ
り
良
い
関
係
を
保

つ
た
め
、
就
業
先
や
地
域
の
様
々
な

場
面
で
、
合
言
葉
と
し
て
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
就
業
対
策
委
員
会　

内
田
）

務
局
長
よ
り
「
セ
ン
タ
ー
の
事
業

概
況
」、
各
理
事
よ
り
「
定
款
・

諸
規
則
」、「
適
正
就
業
の
要
点
に

つ
い
て
」
の
講
義
と
「
会
員
情
報

更
新
申
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て
、

入
会
時
以
降
の
変
更
内
容
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
就
業

率
の
向
上
に
役
立
て
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
、
さ

い
た
ま
税
理
士
法
人
代
表
社
員
長

島
良
亮
氏
を
講
師
に
迎
え
「
相
続

の
税
金
と
対
策　

こ
れ
だ
け
知
っ

て
い
れ
ば
安
心
で
す
」
と
題
す
る

特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
後
「
会
員

情
報
更
新
申
請
書
」
を
提
出
し
て

頂
き
終
了
し
ま
し
た
。

　

入
会
５
年
次
研
修
会
は
平
成
25

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
後

毎
年
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
の
で

対
象
会
員
の
皆
さ
ん
は
必
ず
出
席

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
委
員
会　

増
田
）

　

平
成
27
年
度
の
第
1
回
地
区
長

会
議
が
9
月
28
日（
月
）セ
ン
タ
ー

第
1
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
は
、
各
地
区
の
地
区
長

及
び
地
区
担
当
理
事
が
出
席
し
、

芦
沢
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

「
平
成
27
年
度
地
区
会
議
の
開
催
」

に
つ
い
て
は
、
開
催
の
時
期
や
開

催
に
向
け
て
の
班
長
会
議
の
開
催

等
に
つ
い
て
、
二
つ
目
の
議
題
の

「
個
人
情
報
の
管
理
」
に
つ
い
て

は
、
会
報
や
総
会
議
案
書
を
配
布

す
る
際
の
直
近
の
班
員
名
簿
の
取

扱
い
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、「
平
成
27
年
度
事
業

概
要
に
つ
い
て
」
と
「
中
期
計
画

策
定
と
事
務
費
・
会
費
の
検
討
に

つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑

応
答
を
経
て
会
議
は
終
了
し
ま
し

た
。 

（
総
務
委
員
会　

増
田
）

５年次研修会５年次研修会
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※法…道路交通法

危 険 行 為 『14の危険行為』

禁 止 事 項

①信号無視　【法第７条】
　 罰則　３月以下の懲役または５万円以下の罰金（過失は10万以下の罰金）
②通行禁止違反　【法第８条第１項】
　 罰則　３月以下の懲役または５万円以下の罰金
③歩行者用道路における車両の義務違反（徐行違反）　【法第９条】
④通行区分違反　【法第17条第１項、第４項又は第６項】
⑤路側帯における通行方法違反　【法第17条の２第２項】
⑥遮断踏切立入り　【法第33条第２項】
⑦交差点安全進行義務違反等　【法第36条】
⑧交差点優先車妨害等　【法第37条】
⑨環状交差点安全進行義務違反等　【法第37条の２】
⑩指定場所一時不停止等　【法第43条】
　 罰則　３月以下の懲役または５万円以下の罰金（過失は10万以下の罰金）
⑪歩道通行時の通行方向違反　【法第63条の４第２項】
　 罰則　２万円以下の罰金又は科料
⑫制動装置（ブレーキ）不良自転車運転　【法第63条の９第１項】
　 罰則　５万円以下の罰金（過失も同じ）
⑬酒酔い運転　【法第65条第１項】
　 罰金　５年以下の懲役または100万円以下の罰金
⑭安全運転義務違反　【法第70条】

★無灯火運転　【法第52条第１項】
　 罰則　５万円以下の罰金（過失も同じ）
★二人乗り運転　【法第57条第２項】
　 罰則　２万円以下の罰金又は科料（都道府県により異なる場合があります）
　　　 　幼児二人同乗用自転車、道路交通法違反施行細則　【第８条第１号ア】を除く
★並進通行　【法第19条】
　 罰則　２万円以下の罰金又は科料
★反射器材等の装備義務違反（尾灯をつけていた場合を除く） 　【法第63条の９第２項】
　 罰則　５万円以下の罰金（過失も同じ）
★携帯電話等の使用運転　【法施行細則第10条第６号】
　 罰則　５万円以下の罰金
★イヤホーン等の使用運転　【法施行細則第10条第７号】
　 罰則　５万円以下の罰金
★傘差し運転　【法施行細則第10条第４号】
　 罰則　５万円以下の罰金
★自転車横断帯を通行しない（警察官の指示に従わなかった者）　【法第63条の６・第63条の７第１項・第63条の８】
　 罰則　２万円以下の罰金又は科料

３年以内に２回以上違反した場合には、講習の受講が義務付けられました。
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平成27年度 安全標語

１
班
・
増
田
委
員
長
・
小
嶋
委
員
・
森
田
主
事
補

巡
回
先
…
①
植
木
剪
定
（
個
人
宅
）

　
　
　
　

②
除
草
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

２
班
・
浦
野
副
委
員
長
・
山
田
委
員
・
長
澤
委
員

巡
回
先
…
①
植
木
剪
定
（
個
人
宅
）

　
　
　
　

②
除
草
（
環
境
資
源
セ
ン
タ
ー
）

８月24日（月）に
2班で実施

交
通
安
全
講
習
会（
自
転
車
）

●雑木の伐採中、木が倒れ、木と木の間に身体が挟まれた。
●足を三脚の一段目と二段目の間に挟んでしまい、仰向けに倒れた。
●草刈り機を使用中、意識不明となった。
●草刈り機を使用し、作業をしたところ、草刈り機の音に反応した
　スズメバチの大群に刺された。　計４件の死亡事故が発生しております。

　これら事故は、不注意、油断などが主な原因と思われます。安全に就業できるよう心がけることが必要です。事故
防止のためにも複数会員の就業が望まれます。（連合ニュースより）

テ
ー
マ
（
会
員
の
交
通
事
故 

防
止
の
た
め
）

７
月
28
日
（
火
曜
日
）　

午
後
１
時
30
分　

開
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
二
、
第
三
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
自
転
車
の

安
全
講
話
な
ど
有
意
義
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い
中
、
多

数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
話

全
国
の
交
通
死
亡
事
故
件
数
で
す
が
、
昨
年
埼
玉
県
は
ワ
ー
ス
ト
６
位

本
年
（
7
月
27
日
現
在
）
６
位

　
　
　

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
…
40
人
（
44
・
４
％
）
ほ
ぼ
半
数

●
川
越
市
内
の
本
年
発
生
の
交
通
死
亡
事
故

　

◎
１
月
９
日
（
金
）
午
後
７
時
９
分
ご
ろ
（
16
歳
女
）

　
　

川
越
市
大
袋
新
田
地
内　

国
道
16
号
線
内
回
り
線　

自
転
車
×
大
型
ト
ラ
ッ
ク

　

◎
６
月
17
日
（
水
）
午
前
9
時
20
分
ご
ろ
（
後
部
席
同
乗　

93
歳
女
）

　
　

川
越
市
大
字
古
市
場
地
内　

県
道
さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所
沢
線　

軽
四
輪
×
ガ
ー
ド
ポ
ー
ル

　

◎
７
月
22
日
（
水
）
午
後
８
時
52
分
（
63
歳
女
）

　
　

川
越
市
大
字
古
谷
上
地
内　

市
道　

軽
四
輪
×
歩
行
者

※
原
因
…
人
身
事
故
９
２
１
件
中
、
６
２
８
件
（
68
・
２
％
）
が
「
脇
見
等
」

※ 

６
月
１
日
よ
り
改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。自
転
車
乗
用
中
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

毎月1日は「安全の日」
毎月１日を「安全の日」と設定し
ました。日々の就業に対する安全
意識を今一度再確認し、「事故ゼ
ロ」を目指しましょう。

安全ニュース

安
全
巡
回
報
告

安全就業の取り組みとしまして草刈り作業中に死亡事故が発生したことが大
きく影響しております。

安全巡回安全巡回交通安全講習会交通安全講習会
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
ご
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
の
こ
と
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
認
知

症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

テ
ー
マ　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日　

時　

平
成
27
年
10
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り
（
２
時
間
程
度
）

会　

場　

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

第
２
、３
会
議
室

講　

師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

キ
ン
グ
ス
ガ
ー
デ
ン
様

定　

員　

60
名
（
先
着
）

日　

時　

平
成
27
年
11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り
（
２
時
間
程
度
）

　
　
　
　
【
受
付
】
午
後
１
時
よ
り

会　

場　

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

第
２
、３
会
議
室

講　

師　

川
越
警
察
署

　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
教
育
講
師

定　

員　

40
名
（
先
着
）

健
康
管
理
教
室
み
ん
な
で
支
え
よ
う

　

大
切
な
人

自
転
車
乗
り
方
講
習
会

自
転
車
乗
り
方
講
習
会

同
好
会
意
見
交
換
会
開
催

女
性
会
員
交
流
会
は
３
月
４
日

女
性
会
員
交
流
会
は
３
月
４
日

　

前
回
の
女
性
会
員
交
流
会
に

は
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
就
業

体
験
談
が
参
考
に
な
っ
た
、
ス

イ
ー
ツ
を
召
し
上
が
り
な
が
ら

の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
か
っ
た

等
の
お
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
女
性
会
員
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
は
平
成
28
年
3
月
4
日

金
曜
日
13
時
30
分
よ
り
約
2
時

間
、
会
場
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

去
る
９
月
７
日
に
同
好
会
意
見

交
換
会
が
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
世
話
人

の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
多
岐
に

わ
た
る
活
発
な
意
見
交
換
会
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
約
１
４
０
名

の
会
員
が
同
好
会
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
セ
ン
タ
ー
会
員
の

交
流
を
ま
す
ま
す
深
め
る
た
め
に

活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
話
し
合
い
、
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

同
好
会
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

ン
タ
ー
の
会
議
室
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
検
討
中
で
す

が
、
就
業
体
験
の
発
表
や
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
す
。

会
員
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会

員
以
外
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

お
友
達
な
ど
お
誘
い
く
だ
さ

い
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　

受
付
け
開
始
は
平
成
28
年
1

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会　

小
林
）

や
入
会
希
望
の
方
は
、
下
記
の

世
話
人
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
無
い

よ
う
、
ま
た
朝
晩
は
お
避
け
下
さ

い
。）

同好会世話人名簿
同好会名 氏　　名 電話番号 同好会名 氏　　名 電話番号
歴史探訪 関 口 　 寛 049（243）8792 歌と楽器 大 野 　 勇 049（224）4736
カラオケ 江 田 一 夫 049（244）0589 パソコン 飯 山 　 弘 049（246）6043

ゴ ル フ 福 井 達 也 049（225）6130 写 真 仲 野 国 男 049（235）4175

詩吟（琥畔流） 早 藤 順 二 049（232）8001 ボウリング 村 主 俊 昭 049（241）6535
尺八・詩吟（神風流） 中 里 千 之 049（246）9062
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広
報
川
越

10
月
25
日
号
で
Ｐ
Ｒ

産
業
フ
ェ
ス
タ
に
出
展

会
員
作
品
展
で
は
、
会
員
の
皆
様
の

心
の
こ
も
っ
た
力
作
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
出
品
者
の
お
気
持
ち
が
表

れ
て
い
る
作
品
を
拝
見
し
て
い
ま
す
と
、
そ
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
芸
術
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
、
素
晴
ら
し
い
催
し
で
す
。

ま
た
、
今
年
も
実
施
す
る
交
流
サ
ロ
ン
で
は
ご

ゆ
っ
く
り
語
ら
い
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

　

同
時
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
好
み
の
物
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
お
子
様
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々

に
も
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 
（
広
報
委
員
会　

今
西
）

　

9
月
25
日
発
行
の
広
報

川
越
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
会
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
同
じ
く
10
月
25
日

号
に
は
、
今
度
は
、
会
員

作
品
展
に
つ
い
て
、
開
催

の
お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
7
日
（
土
）
と
８
日
（
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
川
越
運

動
公
園
（
総
合
体
育
館
・
中
央
広

場
・
自
由
広
場
）
で
、
川
越
産
業

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
市
内
外
の
会
社
や
団
体
が

多
数
出
展
し
、
販
売
や
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
、
毎
年
出
展
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
も
昨
年
に
引

き
続
い
て
こ
れ
に
参
加
し
、
普
及

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
現
在
、

日　
　

時　

平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）・
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

申
込
期
間　

平
成
27
年
10
月
20
日（
火
）ま
で

出
品
要
綱　

セ
ン
タ
ー
及
び
情
報
館
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

会
員
作
品
展

会
員
作
品
展

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
開
催

　

今
年
度
も
、
よ
り
作
品
展
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
り
ま
す
。詳
細
は
左
記
の
通
り
で
す
。

●
出
店
資
格
は
、個
人・団
体
と
も
に
、シ
ル
バ
ー
会
員
に
限
り
ま
す
。

●
出
店
料
は
無
料
で
す
。

●
飲
食
物
は
禁
止
で
す
。

● 

出
店
希
望
者
は
、事
務
局
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、こ
の
機
会
に
、

シ
ル
バ
ー
事
業
を
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
そ
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
各
種
チ
ラ
シ

の
配
布
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
の
呼
び
か
け
な
ど
、
こ
の
他
に

も
出
展
企
業
や
団
体
な
ど
を
個
別

に
訪
問
し
て
、
就
業
機
会
の
拡
大

に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
活
動
す
る

予
定
で
す
。

10月は
普及啓発促進月間

力作がずらり力作がずらり

ぜひ足を運んでくださいぜひ足を運んでください

力 作 が ず ら り力 作 が ず ら り
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グループ区分 リーダー サブリーダー グループ区分 リーダー サブリーダー

1 広報紙配布業務

第1G 新 井 利 子 中 尾 義 子 21 西後楽会館 柳 澤 正 孝

第2G 細 見 俊 雄 奥 村 靖 子 22 農業ふれあいセンター関連業務 佐藤ケイ子

第3G 岡 本 武 好 開 米 啓 介
23 テニスコート管理業務

新 村 正 次 篠 原 邦 雄

第4G 滝沢紀久雄 柴 　 昌 實 木ノ島孝雄

第5G 稲 垣 克 己 佐 藤 文 夫 24 市民会館等管理運営業務 荒 井 　 優 早 川 隆 二

第6G 橋 本 靖 雄 大 木 勇 夫 25 南文化会館管理運営業務 南 　 珖 昌

第7G 松 本 通 男 内 野 　 操 26 西文化会館管理運営業務 青 木 和 夫

2 公民館管理業務

第1G 榛 原 良 忠 山 本 浩 達 27 やすらぎのさと関連業務 坂 本 文 男 加 田 和 丸

第2G 秦 　 宗 雄 神 山 文 雄 28 市施設の受付等業務 永 峯 輝 子

第3G 吉 元 紀 夫 佐 藤 誼 親 29 中央図書館駐車場等管理業務 佐 藤 征 照 渡 辺 政 則

第4G 竹 田 一 郎 影山公二郎 30 中央図書館関連業務 新 井 　 均 河 合 正 雄

3 自転車置き方指導業務

第1G 冨 田 健 児 加 藤 隆 章 31 西図書館駐車場等管理業務 吉 岡 俊 行 仲 　 隆

第2G 佐 藤 卓 嗣 上 野 　 司 32 クラッセ駐輪場管理業務 細 見 俊 雄 中 田 肇 男

第3G 髙 野 照 夫
33 川越駅東口公共地下駐車場

板 垣 太 郎 倉 田 　 明

第4G 水 上 静 夫

細 渕 國 雄 上 野 孝 志

江 原 道 政 34 名細市民センター管理業務 中 村 　 功 北 村 洋 海

井上恵之助 35 市庁舎駐車場等整理業務 小 竹 金 利

4 自転車駐車場管理業務

第1G 久 能 　 進 杉 山 通 人 36 路上喫煙防止啓発業務 水 本 貞 夫 大 島 　 茂

第2G 小 島 輝 明 国 井 亮 二 37 本丸御殿受付業務 宇 野 人 臣 川 上 文 子

第3G 内山昌五郎 山 形 敏 保 38 つばさ館案内業務 熊 田 宜 夫

第4G 片 平 勝 重 熊 沢 　 明 39 尚美学園大学 糸 井 幸 雄 黒 木 信 行

第5G 北口与志郎 渡 邉 三 郎 40 川越駅西口駐輪場管理業務 前川十次郎 平 井 伸 一

第6G 野 村 　 浩 滝 島 英 夫 41 株式会社ビージーエンジニアリング 鈴 木 欽 治

第7G 金 子 敏 夫 42 株式会社川越花き市場 長谷川勇二 安藤元太郎

第8G 一 瀬 公 人 三 村 精 一 43 株式会社千足 安 部 　 剛 石 野 勝 正

5 放置自転車返還業務 荻 野 晃 司 高 野 敬 時 44 ヤオコー川越南古谷店 山 本 達 也 関 野 昭 男

6 公園・砂場清掃業務

公園第1G 新 谷 昭 雄 山 下 龍 七 45 （株）ロジスティクス・ネットワーク川越物流センター 井 澤 義 武

公園第2G

46
株式会社ニチレイフレッシュプロ
セス
川越センター

北 原 千 巻

小 林 政 夫

砂場第1G 髙 橋 　 功

砂場第2G 佐 原 君 江

7 駅前広場清掃業務 47 襖グループ 市 川 武 夫

8 市民の森清掃業務 48 リサイクル自転車 小 島 忠 男 鹿 熊 智 和

9 伊佐沼公園・沼岸清掃業務 松 村 　 勝 黒 川 　 毅 49 除草グループ

10 自動交付機案内業務 一萬田勝利 安 田 敏 一 50 パソコン教室 関 根 悦 子 武 市 ル ミ

11 斎場湯茶接待業務 川 股 栄 子 小島千恵子
51 植木グループ 森 田 一 朗

島 野 　 将

12 クレアパーク管理業務 福 枡 　 忠 菅 原 勝 昭 小 嶋 征 夫

13 観光案内所業務 谷 　 勝 信 小 川 松 夫 52 観光案内グループ 田 代 政 則 鷺谷智意子

14 まつり会館関連業務

西 岡 敏 郎 山 﨑 　 博 53 囲碁教室 吉 野 侑 男 佐 原 芳 弘

竹 田 純 一 54 武道館管理業務 細 川 　 清

宮 島 泰 夫 55 川越都市開発株式会社 古 畑 諭 三

15 蔵造り資料館受付業務 塚 本 達 夫 長 嶋 光 恵 56 パナソニックコンシューマーマーケティング株式会社 宮 澤 　 孝 佐藤かず子

16 美術館関連業務 金 子 守 光 籾 山 勝 英 57 星野学園小学校 戸 田 哲 夫 加 藤 康 子

17 老人憩の家管理業務
永妻美智代 山 本 洋 昭 58 彩裕フーズ株式会社 石 井 英 一 川 上 善 宣

原口ツキミ 59 大東市民センター管理業務 末 次 　 豊

18 オアシス日常清掃業務 永 富 公 博 古井丸京子 60 学習教室 稲 葉 政 子

19 オアシス時間外受付業務 黒 崎 義 継 小 杉 隆 夫 61 家具再生業務 長 島 　 武

20 東後楽会館 細 田 沖 夫 平成27年10月１日現在

仕事別グループリーダー・サブリーダー一覧仕事別グループリーダー・サブリーダー一覧
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●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

来
る
平
成
27
年
12
月
31
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間 
10
月
28
日（
水
）〜
11
月
６
日（
金
）
ま
で

３　

面
接
日 

 

①
指
定
管
理
者
自
転
車
駐
車
場
管
理
業
務

 

　

平
成
27
年
11
月
17
日（
火
）

 

②
通
常
公
共
的
業
務

 

　

平
成
27
年
11
月
24
日（
火
）

４　

採
否
通
知 

11
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

① 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就

業
場
所
を
表
示
し
ま
す
。

 

② 

希
望
者
は
内
容
を
確
認
し
て
、
事
務
所
に
あ
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

①
日
時
：
平
成
27
年
11
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

　

場
所
：
高
階
北
老
人
憩
い
の
家
（
川
越
市
砂
新
田
１

－

16

－

１
）

　

申
込
：
11
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り

　

電
話
：（
２
４
８
）
６
５
６
５

　

料
金
：
無
料　

※
先
着
15
名

②
日
時
：
平
成
27
年
11
月
25
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

場
所
：
川
越
駅
東
口
老
人
憩
い
の
家
（
川
越
市
菅
原
町
23

－

10
）

　

申
込
：
11
月
5
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り

　

電
話
：（
２
２
８
）
７
７
１
７

　

料
金
：
無
料　

※
先
着
20
名

　

平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
）
は
、
情
報
館
を
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日（
９
時
〜
11
時
30
分
）に
、就
業
相
談
会
を
、セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
防
止
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

情
報
館
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　

①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　

②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
募
集　

公
共
的
業
務

公
共
的
業
務

募
集
募
集　

民
間
業
務

民
間
業
務

配分金支払日

箕
輪
敏
夫
様 

（

北
１
班
）

石
田
晴
美
様 

（

南
４
班
）

斉
藤　

功
様 

（
南
古
谷
３
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃　

報

事業実績（受注件数）

27/6 27/7 27/8

公 共 87 84 84

公社公団 18 21 25

民間事業所 355 359 351

独自事業 48 42 10

一般家庭 251 262 209

計 759 768 679

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 27/6 27/7 27/8

前年度 76,948 79,541 74,275

当年度 79,180 80,369 76,047

前年比 102.9% 101.0% 102.4%

累　計 27/6 27/7 27/8

前年度 231,105 310,646 384,921

当年度 234,893 315,263 391,310

前年比 101.6% 101.5% 101.7%

10
月
分
…
10
月
26
日（
月
）

11
月
分
…
11
月
25
日（
水
）

12
月
分
…
12
月
25
日（
金
）

１
月
分
…
１
月
25
日（
月
）

退
職
職
員
紹
介

荻
原
哲
郎
（
公
共
業
務
担
当
）

【
平
成
27
年
9
月
30
日
付
】

新
職
員
紹
介

鈴
木
和
博
（
公
共
業
務
担
当
）

【
平
成
27
年
9
月
24
日
付
】

事
務
局
職
員
の
異
動
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〈
南
古
谷
３
班
〉
仲
野 

国
男

〈
南
１
班
〉
小
林 

正
幸

〈
名
細
７
班
〉
山
本 

洋
昭

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 
秀
治

①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
11
月
末
日　

郵
送
可

　

 

１
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

10
月
17
日
（
土
）
と
18
日
（
日
）

は
、
待
ち
に
待
っ
た
川
越
ま
つ
り

で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
号
の

表
紙
の
就
業
先
紹
介
は
、
川
越
ま

つ
り
会
館
で
す
。
現
在
、
解
説
す

る
人
が
15
人
、受
付
業
務
が
10
人
、

そ
し
て
駐
車
場
係
が
５
人
と
、
全

部
で
30
人
の
会
員
が
就
業
し
て
い

ま
す
。 

（
舘
野
）

暑
い
日
に
木
陰
に
入
る
止
ま
る
汗

廃
れ
な
い
昔
の
遊
具
懐
か
し
い

〈
大
東
６
班
〉
横
山 

達
夫

俳
句

絵
画

写
真

写
真

写
真

〈
南
４
班
〉

斉
藤 

八
重
子

絵
て
が
み

めがね似合うでしょい！

秋のレインボー

朽ちた老木と苔

智光山公園

秩父横瀬の彼岸花

【
ギ
タ
ー
奏
者
募
集
】

　

歌
と
楽
器
同
好
会
で
は
、
ギ

タ
ー
奏
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、世
話
人
ま
で
。

【
連
絡
：
大
野
】

☎（
２
２
４
）４
７
３
６

同
好
会
だ
よ
り

同
好
会
だ
よ
り

■

歌
と
楽
器
同
好
会
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